
 

京都大学複合原子力科学研究所共同利用研究員宿泊所使用要項 

 

第１条 京都大学複合原子力科学研究所共同利用研究員宿泊所（以下「宿泊所」という。）

の使用に ついては、この要項の定めるところによる。 

第２条 宿泊所を使用できる者は、京都大学複合原子力科学研究所（以下「研究所」とい

う。）の共同利用研究員及び所長が適当と認めた者とする。 

２ 宿泊所に長期滞在者用の宿泊室（以下、「長期用宿泊室」という。）として２室を限度

として置くことができる。 

３ 長期用宿泊室を使用できる者は、研究所で受入が認められた外国人研究者及び外国人

留学生とし、その長期用宿泊室の使用許可期間は、２週間以上１年以内とする。 

  ただし、許可期間満了の場合において特に必要があると認められるときは、１年以内

に限り、許可期間を更新することがある。 

第３条 宿泊所を使用しようとする者は、別に定める使用願を所長に提出し、その許可を 

受けなければならない。ただし、共同利用研究員（研究会参加者を含む。以下同じ。）に

ついては、出張・実験計画書等に宿泊所を使用する旨の記載をもって使用願とする。 

２ 長期用宿泊室の使用期間の更新を願い出ようとする者は、改めて使用願を所長に提出

し、その許可を受けなければならない。 

第４条 宿泊所の使用許可は、宿泊所使用料領収証書の交付をもって使用許可書に代える

ものとする。ただし、長期用宿泊室については、前条の使用願を適当と認めた場合に使

用許可書を交付する。 

第５条 宿泊所の使用を許可された者（以下「使用者」という。）は、事務部並びに宿泊所

管理人の指示を受け使用しなければならない。 

第６条 使用者は、次の各号に定めるところにより、使用料を納付しなければならない。 

 なお、納付された使用料は返還しない。ただし、本学の都合により使用の許可を変更又

は取消した場合は、使用料の全額又は一部を返還する。 

（１）使用者は、原則として宿泊日数分を前納するものとする。ただし、受付時間内（午

前８時３０分から午後１２時、午後１時から午後５時１５分）に納

付できない場合は、翌受付時間内に納付するものとする。 

（２）長期用宿泊室の使用者は、毎月指定の期限内にその月分を納付しなければならな

い。 

２ 前項の使用料の額は、１泊につき、１，０００円とする。 

第７条 使用者は、次の各号に留意しなければならない。 

（１）火災、盗難その他の事故防止につとめること。 

 （２）他人に迷惑を及ぼさないこと。 

（３）施設、設備及び備品（以下「施設等」という。）は丁寧に取り扱うこと。又      

共同使用となる施設等は協力して使用すること。 

第８条 使用者は、当該使用に係る施設等を破損し又は滅失したときは、現状に回復する 

責を負う。 

第９条 所長は、次の各号の一に該当するときは、使用の許可を取り消すことができる。 

（１）使用者が使用料を納付しないとき。 



 （２）使用者が宿泊所の管理運営に支障を与えたとき又はあたえるおそれがあるとき。 

 （３）使用者が前条による現状回復の責を履行しないとき。 

第１０条 使用者は、使用許可期間が満了したとき又は使用許可を取り消されたときは、

速やかに退去しなければならない。 

２ 使用許可期間満了前に退去しようとする使用者は、退去する日を事務部へ届け出なけ

ればならない。 

第１１条 この要項に定めるもののほか、宿泊所の使用に関する必要な事項は、別に定め

る。 

第１２条 宿泊所の使用に関する事務は、事務部において処理する。 

 

     附 則 

   この要項は、昭和４９年１０月１日から施行する。 

     附 則 

   この要項は、平成２年７月１日から施行する。 

     附 則 

   この要項は、平成２１年３月９日から施行する。 

     附 則 

   この要項は、平成２２年１０月１８日から施行する。 

     附 則 

   この要項は、平成２４年４月１日から施行する。 

     附 則 

   この要項は、平成２５年５月１日から施行する。 

     附 則 

   １ この要項は、平成３０年４月１日から施行する。 

   ２ 京都大学原子炉実験所共同利用研究員宿泊所使用要項第２条第２項の適用 

について（平成１２年７月２１日所長裁定）及び京都大学原子炉実験所共同 

利用研究員宿泊所使用に関する取扱いについて（平成２６年１２月８日協議 

員会決定）は、廃止する。 

 

 

 

 


